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第３学年西組理科「高得点をねらえ！ゴムゴムのロケット ～ゴムの力の働き～」

実態把握資料 学習指導者 米谷 直樹

１ 「さ・ぬ・き力」（非認知能力）に関する学級（35名）の実態

「社交性」の自覚度が高い。 「目標への情熱」の自覚度が 「自制心」の自覚度が高い。

特に「人と仲良くなろうとし 高い。特に「めあてをもって取 特に「係の仕事を最後まで行

ている」の項目の値が高い。 り組んでいる」「授業や生活の っている」「自分で決めたこと

クラス替えがあったが，違う 中で新しいことを知るのが楽し は最後までやりぬく」の項目

クラスだった友達にも自分か い」の項目の値が高い。連絡帳 の値が高い。自主勉強では毎

ら進んで関わり，仲良くなろ にその週の振り返りと来週の目 日２ページはするなど，自分

うとする姿が見られた。 当てを書くようにしていること で目標を決めて取り組めてい

「協調性」の自覚度も高い。 や，理科や社会科など新しい教 る子供が半数近くいる。

「友達と行動するのが好きだ」 科も始まり，意欲的に取り組ん 「自分を信じる力」の自覚

の項目の値も高い。グループ でいる子供が多いという姿から 度は低く，中でも「今の自分

で活動する際に，意見が食い 考えても妥当な結果だと考えら のことが好きである」の項目

違うと，相手の話を聞いて他 れる。 の値が特に低い。自分のこと

に良い方法はないか考えよう 「忍耐力」の自覚度が低い。 を客観視でき始める時期では

とする姿が多く見られる。し 関心は高いが，難しい問題だっ あるが，自信の無さからか挙

かし，自分の考えを無理に通 たり，苦手な内容だったりする 手をためらったり，消極的な

そうとするなどして，折り合 と，消極的な言動をとってしま 発言をしてしまったりする姿

いがつかない場面も見られる。 う子供が少なくない。 が見られることが時々ある。

２ 教科に関する学級の実態

・友達と学習することは大切だと感じている。（35名）

・友達と学習することが得意である。（28名）

生活科では，「ストロー弓矢」「ゴムロケット」「とび人形」「パックンガエル」などを作っている

が，クラスや班ごとで制作経験は異なる。「生活科でのゴムの学習を通して分かったことは何ですか」

という質問に対しては「ゴムの大きさや長さが違うと飛ぶ距離がちがう」「ゴムを調整すれば狙った

場所に飛ばせる」などのように，ゴムの性質に気付いている子供もいるが，その数は少数である。

３ 個別支援が必要な子供の実態

Ａ児…45分間座ってみんなと同じ学習内容に取り組むことは難しく，自分の好きな本を読んだり，工

作したりして過ごすことが多い。理科やものづくりは好きで，活動内容の見通しをもつことがで

きれば教師や友達の助けをかりながら学習に参加することができる。

授業づくりの重点項目
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第３学年西組 理科学習指導案

「高得点をねらえ！ゴムゴムのロケット ～ゴムの力の働き～」

学習指導者 米谷 直樹

１ 本単元で目指す『自ら伸び続ける子供』の姿

本単元では，ゴムの力でロケットを狙った場所に飛ばし，目標点に近づけるかを班で競い合う「ピッタ

リゲーム」で勝利するために，輪ゴムを伸ばす長さなどを変えてロケットの飛ぶ距離を調べる活動を行う。

その過程で，ゴムの力の大きさと物の動く様子についての問題を見いだしながら，その関係を捉えていく。

単元の始め，様々な太さや数の輪ゴムを伸ばすなどして遊んだ子供たちは，生活科での輪ゴムを使ったお

もちゃ作りを想起し，輪ゴムロケットを作って「ピッタリゲーム」を行う。その中で，ゴムの伸びと手ご

たえや，ゴムの伸びとロケットの飛ぶ距離を比較しながら，「狙った場所に飛ばすためには，ゴムをどれ

くらい伸ばせばいいのだろう」などと自ら問いを見いだしていく。子供たちは，輪ゴムを伸ばす長さを変

える実験を通して，「30㎝伸ばせば約７m飛ばすことができる」など，伸ばす長さを調整することで飛ぶ距

離も調整できることを捉えていくだろう。さらに，目標点が上がり，一つの細い輪ゴムでは届かない距離

が高得点となった「ピッタリゲーム２」を行う際には，「遠くにぴったり飛ばすにはどうすればいいのだ

ろう」などの問いを見いだしていく。輪ゴムを触った経験を基に，ゴムの太さや数に着目した子供たちは，

ゴムの太さや束ねる数を変えながら繰り返し実験に取り組み，友達と交流しながら考察していく。例えば

「表を見ると太くするほどより遠くに飛んでいることが分かるよ」「束ねる数も増やすほど遠くに飛んで

いるね」「でも，太さ6mmはあまり飛ばない時もあったよ」「数も多すぎると遠くに飛ばないことがあるね」

などのように，グループで話し合いながら輪ゴムの太さ(数)と物の動く様子の関係を捉えていく。そうし

て，学んだことを生かして「ピッタリゲーム２」に挑戦したり，弓矢などゴムを使ったおもちゃをより面

白くする方法を考えたりした子供たちは，身のまわりのゴムを使った物へと関心を広げていくだろう。

２ 単元計画と働きかけの概要（本時 ５/６） ○価：価値付け

次 学習の流れ 働きかけ

① 輪ゴムで遊ぼう 見通し 情【ピッタリボード】②～⑥

太さや数を変えながら輪ゴムを伸ばすなどして遊び，輪ゴムロ 補助黒板にある得点ボードやルールを基

ケットで「ピッタリゲーム」を行う活動を通して，伸ばすゴムの に本時の解決すべきことやその理由を話し

長さとロケットの飛ぶ距離についての問いを見い出す。 合う場を設けることで課題解決の有用性を

②③ 輪ゴムを伸ばす距離を変えると，ロケットの飛ぶ距離 高める。○価本時の課題やその理由を明確に

はどう変わるのだろうか して，ピッタリゲームで高得点を取ろうと

輪ゴムを伸ばす距離を変えてロケットの飛ぶ距離を調べるため 意欲を高めている姿を称賛する。

にはどんな実験方法がよいか話し合い，実験する。考察を通して 行動 忍【ゴムゴムの発射台＆データ表】

ゴムを伸ばすほど元に戻ろうとする力が大きくなり，ロケットの ②～⑤ ゴムの取り外しが容易にできる

飛ぶ距離が長くなることを捉え，ゲームに再挑戦する。 など，効率よく正確に実験できる発射台を

④⑤ 輪ゴムの太さや束ねる数を変えると，ロケットを遠く 用いる。さらに，入力した部分が変色する

に飛ばすことはできるのだろうか 表計算ソフトを利用し，データが集まる様

「ピッタリゲーム２」でも勝利するために，導入時の活動を基 子を視覚化することで，繰り返し実験でき

にゴムの数や太さと飛ぶ距離についての問いを見い出し，実験方 るようにし，課題解決しやすくする。

法について話し合う。実験・考察を通して，輪ゴムの太さを太く ○価たくさんデータを集めたことが課題解決

したり，束ねる数を増やしたりするとゴムの元に戻ろうとする力 につながったことを称賛する。

が大きくなり，ロケットの飛ぶ距離が長くなることを捉える。 振り返り 信【自信ピカピカード】①～⑥

⑥ 学んだことを生かして，ゲームを楽しもう ピッタリゲームの自信度メーターに色を

「ピッタリゲーム２」に挑戦したり，他のゴムを利用したおも 塗ってその理由を書くことで，成功体験想

ちゃを面白くする方法を考えたりしながらこれまでの学びを整理 起の場を設ける。○価自信度の理由を考え，

し，身のまわりのゴムを利用した道具に目を向けていく。 自分の成長に気付けている姿を称賛する。

一

二



- 3 -

３ 本時の学習

目
ゴムの太さや束ねる数を変えてロケットを飛ばす実験を通して，太さや数を変えると，ゴムの

標
元に戻ろうとする力が変化し，ロケットが飛ぶ距離も変化することを理解し，次の時間にしたい

ことや新たな問いを見い出すことができる。

１ 学習課題を 私たちは太さを変えて実験をするよ。 僕たちは数を変えて実験するよ。

確認する。 ピッタリゲーム２で目標の1000点をとるためには，一つの細い輪ゴムでは届

【ピッタリボード】 かない場所にある400点をとらないといけないよ。

［目標への情熱］ 400点だけでは，ぴったり1000点にすることはできないから他も調べよう。

どれくらい遠くに飛ばせられるのか，早く実験して調べたいな。

わゴムの太さや束ねる数を変えると，ロケットを遠くに飛ばすことはできるのだろうか

２ 実験方法を ゴムを伸ばす位置を間違えないようにしないといけなかったね。

確認し，実験 三回計測しないと正しい記録とは言えなかったね。

する。 おかしな数値は間違いかも知れないからもう一度測ってもよかったね。

【ゴムゴムの発射 まず３mmの太さで実験しよう。 まず２本を束ねてやってみよう。

台・データ表】 20cm伸ばすと６m飛んだよ。少し伸ば 40cm伸ばすと11m飛んだよ。400点まで

［忍耐力］ すだけで遠くまで飛ぶね。 もう少しだったのにな。

次は6mmの太さでやってみよう。 次は３本にしてやってみよう。

30cm伸ばすと12ｍ飛んだよ。30cm以 40cm伸ばすと12ｍ飛んだよ。３本な

上は固くて伸ばすのが大変だ。 ら400点が取れることが分かったよ。

他のグループはどんなことが分かったのかな。

３ 分かったこ 輪ゴムを太くして長く伸ばすほど遠 数を増やすとより遠くに飛ぶことが分

とをまとめる。 くに飛ばすことができることが分か かったよ。本数を増やすほど遠くに飛

ったよ。太くしすぎると固すぎて飛 ばせるけど，飛ぶ距離が安定しないこ

ばせないことも分かったよ。 とも分かったよ。

ゴムの太さを太くしたり，束ねる数を多くしたりするとゴムの元に戻ろうと

する力が大きくなり，遠くにロケットを飛ばすことができる。しかし，伸ば

しすぎると距離が安定しないから，高得点を狙うためには適度に太さや束ね

る数を調節する必要がある。

４ 本時の学習 友達の考えを参考にしながら実験や 自信度は100％だよ。データをたくさ

を振り返る。 考察ができたよ。遠い距離は安定し ん集められてどの距離でもうまく飛ば

【自分ピカピカード】 ないことが分かったからピッタリゲ せそうだし，友達の考えを基に分かっ

［自分を信じる力］ ームの自信度は80％かな。 たことを考えられたからだよ。

もっと太いゴムを使ったらどれくら たくさんデータが集まったから，ピッ

い飛ぶのか調べたい。 タリゲーム２で競争したい。

評
繰り返し実験したり，結果や考察を交流したりすることで，ゴムの太さや束ねる数を適度に変

価
えるとゴムの元に戻ろうとする力が変化し，ゴムロケットの飛ぶ距離も変わることを理解してい

る。また，次の時間にしたいことや新たな問いを見い出している。 【方法：様相・記述】
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働きかけの詳細資料

～見通し～ 情【ピッタリボード】（２～６時間目）

補助黒板にピッタリゲームの得点ボードとルールを掲示し，それを

基に学習する目的や理由について話し合う場を設けることで「目標へ

の情熱」を発揮させながら，課題解決に向かえるようにする。本時は

今日の活動内容を問うた後に，どうして輪ゴムを太くしたり，輪ゴム

を束ねる数を多くしたいと思ったのかを問う。そうすることで，ピッ

タリゲーム２で目標の1000点を取るためには，より遠くにある高得点

を獲得する必要があることや，飛ばすゴムの条件は毎回変えないとい

けないルールがあるから様々なゴムのデータが必要であることを意識させる。Ａ児には，今日の活動

内容が書かれたボードを見せながら個別に見通しをもたせることで学習に参加しやすくする。

価値付け なぜ太くしたり増やしたりする必要があるのかという問いに対して，「高得点につなげるた

めには太さや数を変えたデータが必要」などと答えたり，友達に学習の意義を説明したりしている姿

を「今日の学習を何のために行うのか考えて学習に臨むことができているね」などと称賛する。

～行 動～ 忍【ゴムゴムの発射台・データ表】（２～５時間目）

ピッタリゲームで高得点をとるためには，ゴムの力と物

の動く様子を，より正確に効率的に調べる必要がある。そ

こで，本単元では，ゴムの働きに目が向くように角度を固

定し，ゴムの伸びを調節しやすくするために５cmごとに目

盛りの入った発射台を使用する。実験する際には，ロケッ

ト３個を続けて飛ばし，平均値が出るごとに表にシールを

貼りに行くなどの作業を分担し，効率的に繰り返し実験できるようにする。結果は入力すると背景色

が変わるようにした表計算ソフトに入力していくことで，データがどれくらいとれたかを視覚化し，

繰り返し実験しやすくする。集中が続きにくいＡ児には，ロケットを回収する係など移動することが

多い仕事を与え，活動に参加しやすくする。実験後は，太さと束ねた数のそれぞれの表を見比べなが

ら全体で考察する。

価値付け 実験途中は，より多くのデータを集められているグループに対して「繰り返し調べられてい

るから，高得点につながりそうだね」などのように称賛する。考察後は，「ゴムの太さや束ねる数につ

いて分かったことがたくさん見付かったのは，全ての班が何度も実験に取り組んでたくさんデータを

集められたからだね」などのように称賛する。

～振り返り～ 信【自信ピカピカード】（１～６時間目）

単元全体を通して，「理科の力が発揮できたか」「ピ

ッタリゲーム勝利への自信度とその理由」と「疑問

や次の時間にやりたいこと」を毎時間，振り返りカ

ードに書くようにする。理科の力とは，「生活や学

んだこととつなぎながら予想する力」などの科学的

な問題解決の力であり，この力が発揮できれば課題

解決につながり，ピッタリゲームの自信度向上にも

役立つことを子供たちと確認している。ピッタリゲーム勝利への自信度の理由は，活動内容や理科の

力を発揮できたかを振り返りながらで書くようにする。Ａ児のように，振り返る活動にすぐに取りか

かれない子供には，個別に声をかけながら教師と共に学習活動を振り返ったり，カードにある理科の

力を指し示しながらどのように書けばよいかを示したりする。

価値付け 振り返りを全体で発表する際に，活動内容や理科の力などを基にして，自分の自信度の変化

について振り返り，自らの成長に気付いている姿を称賛する。

【自信ピカピカード】

【ゴムゴムの発射台】【データ表】

【ピッタリボード】


